2019年度第3回常任幹事会議事録(案)
日　時
2019年10月29日（木）14時30分～17時20分
場　所
日本分析化学会　会議室

出席者　　早下支部長、川田・藤浪・山本副支部長、安田監事、
会田・石川・岩崎・上原・梅林・大塚・勝田・桑原・坂本・敷野・東海林・四宮・鈴木康志・津越・豊田・並木・平山・吉田・事務局　田中（以上24名）　
1．前回議事録の確認（早下支部長）

7月17日（水）に開催された2019年度第2回常任幹事会議事録について、早下支部長より説明があり、特に新世紀賞の会告について、今後、賞の趣旨等を記載すべきことが改めて確認された。この他、特段の異議なく承認された。（別紙3-1）

2．報告事項

（1）会計中間報告（川田副支部長）
10月10日現在の支部会計中間報告があった。現時点では講習会収入が予算額を下回っているが、今後開催予定の第35回分析化学基礎実習による収入を見込めば、予算額を上回るものと考えられること、支出については大きいものとして内部支払い助成金（委託費）が未払いであることなどが説明された。（別紙3-2）
（2）本部支部連絡会議報告（早下支部長）
千葉の年会初日に行われた。基本的には各支部の活動状況報告である。この中で近畿支部長より質問のあった分析化学会の財務状況への認識や、支部活動に関する質問に対する回答が別添資料により説明された。産業界の会員数減少を意識しつつ若手メンバーを中心とした交流、連携への取り組みを進めている点などが回答内容として説明された。また、全体的には会員数減少が大きな課題となっていることが紹介された。
（3）若手交流会報告（東海林常任幹事）

7月5日（金）〜6日（土）にマホロバ・マインズ三浦にて行われた。学生46名、一般20名の参加があった。早下支部長はじめ7件の講演、ポスター発表、企業展示等が行われた。別紙3-3によって収支が報告された。関東支部からの支援金15万円を考慮すると黒字となった。
（4）神奈川地区分析技術交流会（横浜セミナー）報告（大塚常任幹事）
7月26日（金）、今回は午前よりホテル横浜ガーデンにて開催された。参加者 56 人、講演9件、企業展示、情報交換会と活発な討論が行われた。参加者の計らいもあり、会場費を安価に抑えることができたことなどから、支部からの支援金を考慮すると黒字となった。今回も若手の参加が多く見られた。今後も若手との技術交流を視野に入れつつ来年度以降も継続して開催を予定している。（別紙3-4）

（5）第32回新潟地区部会研究発表会報告（梅林常任幹事）
9月20日（金）、新潟大学五十嵐キャンパスで開催された。参加者70名、特別講演2件、口頭講演6件、ポスターセッション 約20 件および若手賞表彰式、意見交換会が行われた。今回新たに県の工業技術研究所に特別講演を依頼し、今後交流を深めることとした。（別紙3-5）
（6）機器分析講習会報告（第2コース：吉田常任幹事、4コース：並木常任幹事）

第2コースは、10月23日（水）～25日（金）に慶応義塾大学薬学部にて開催され、参加者31名（うち講義のみ1名）であった。（別紙3-6）初日は講義と情報交換会、2、3日目は実習が行われた。2日目夕方には資格試験が行われ、28名が受験した。（27名合格）これまで7月頃の開催であったが、本年度は開催施設改修の都合でこの日程となった。来年度は東京オリンピックもあり、やはり10月頃開催を想定している。
第4コ－スは、4月18日（木）～19日（金）に、㈱日立ハイテクサイエンス・サイエンスソリューションラボにて、環境規制に関する分析手法RoHS分析を中心に開催された。（別紙3-6）参加者は21名であった。年度当初の開催のためか参加者数がやや減少の傾向にあることに鑑み、次回は3月の開催とするとともに法令の改正があった廃水と土壌を対象とする分析についても内容として付け加えたい。技術交流会については参加者も多く、非常に活発に行われた。なお、参加者減により収入は減少したが、支出も抑制に努めたため、前年度と同程度の黒字となった。
（7）分析基礎実習講座A,Bコース報告（Aコース：山本副支部長　林常任幹事の代理、Bコース；敷野常任幹事）

Aコースは、8月29日（木）〜30日（金）に、東京理科大学神楽坂キャンパスで開催され、参加者35名であった。非常に基礎的な内容であるが需要も多く、分析化学会が分析技術者の人材育成の一翼を担っていることを強く認識した。また、講師の先生方の熱意にも心より御礼申し上げる。（別紙3-7）
Bコースは、2020年2月14日（木）、15日（金）に、㈱パーキンエルマージャパンで、例年通り複数の分析機器メーカーの装置を利用した実習内容で開催を予定している。（別紙3-7）

（8）群馬・栃木地区分析技術交流会報告（上原常任幹事）

今年度より群馬・栃木地区合同で行われる交流会は12月20日（金）に宇都宮大学工学部で開催予定である。早下支部長を含め3件の講演が行われる。大雨の被害を免れた宇都宮駅東口付近を会場とする情報交換会も予定している。（別紙3-8）
（9）第16回茨城地区分析技術交流会報告（山本副支部長）
11月29日（金）、いばらき量子ビーム研究センター（東海村）にて開催を予定している。なお、早下支部長を含め4件の講演、20数件のポスターセッションとともに、11社の企業展示が予定されていること、11月5日には幹事会を行い鋭意準備が進められていることなどが報告された。（別紙3-9）
（10）第15回千葉県分析化学交流会報告（四宮常任幹事）

千葉県分析化学交流会による主催、日本分析化学会関東支部の後援として2020年1月24日（金）、日本大学薬学部での開催を予定している。講演3件と施設見学会、情報交換会を行うこととしており、現在準備が進められている。（別紙3-10）

（11）「ぶんせき」編集委員会報告（会田常任幹事）

7月の編集委員会では次巻（来年）をどのような構成にするかなどが議論された。特集号については「医薬・医療・健康」（仮）を基本テーマとする予定である。また、前回10月の幹事会では特集の詳細とともに執筆要領の改訂が議論され、近々理事会において議論されることとなっている。

なお、会田常任幹事は今期で任期満了であることから次期委員の選出をお願いしたい旨の提案があった。（別紙3-11）

（12）「分析化学」編集委員会報告（東海林常任幹事）
編集幹事会は月1回の頻度で開催されている。そろそろ分析化学論文賞等が選考される時期である。また2020年の年間特集については、キーワードが「質」となった。質量分析だけでなく品質管理なども含まれる。特集号については「産業を支える分析化学」であり、現在投稿論文を募集中である。なお、2020年1月よりweb投稿システムが運用開始となるとともに、掲載料が改定される。さらに1月号より1、2号合併となる。（別紙3-12）

（13）「Anal. Sci.」編集委員会報告（岩崎常任幹事）

9月12日、年会期間中に編集委員会が開催された。インパクトファイクター向上と、海外における認知度向上により投稿数を増やすことが課題となっている。1月号は総説特集とすること、海外編集委員は20名以上を維持すること、SNSによる情報発信強化、プロモーション用の小冊子作成などが議論された。（別紙3-13）

（14）支部ニュ－ス報告（坂本常任幹事）

これまでの行事については担当者に原稿依頼を発送しており、早下支部長の巻頭言をはじめ7月半ばまでの行事や新世紀賞等の受賞者の原稿は順調に集まっている。それ以降に開催されているものについては引き続き担当者に原稿を依頼する予定である。
（15）第68年会の件（藤浪副支部長）

9月11日（水）〜13日（金）に行われた年会については各位のご協力に御礼申し上げる。有料登録者数は1,199名であり、ほぼ例年通りである。現時点での暫定会計によれば、870万円の黒字となっているが、改めて精査したい。なお収益の8割は本部に、2割が支部の収入となる予定である。最終結果については12月の理事会にて報告予定である。
（8）理事会報告（藤浪副支部長、早下支部長）

藤浪副支部長より別添資料に基づき理事会報告があった。「ぶんせき」誌が2021年より電子化されること、会費については現状の推移を見守ること、2020年度の支部への配分額が会員数に従い270万9500円であること、今年度の分析化学討論会の収益が341万円であることなどが承認事項として紹介された。また、会員数の減少とそれに伴う収入の減少が大きな問題と認識されていることも報告された。
早下支部長より電子化・年会費検討タスクフォースについてさらに説明があり、「ぶんせき」誌の電子化と会費の値上げがセットで議論されていること、会費の値上げには抵抗感も強いことから「冊子体」を希望される会員には送料分を負担していただく方向などが検討されていることが紹介された。これにより2,000万円程度の経費削減につながるが、さらなるスリム化が求められているとのことであった。

3．協議事項

（1）2019年度新世紀賞・新世紀新人賞候補者推薦の件（早下支部長）

今年度の応募状況が報告され、11月中に推薦いただきたい旨の告知があった。

（2）代議員候補者推薦の件（早下支部長）

別紙3-14に示された39名を推薦する案が提示され、特段の異議なく了承された。
（3）次年度編集委員(支部推薦者)候補者推薦の件（早下支部長）

今回任期満了となる「ぶんせき」誌について高橋あかね氏（オルガノ）を候補者案とすることが提示され、了承された。また、本人不都合の場合は支部長に一任することも併せて了承された。
（4）次期役員候補者推薦委員会委員の件（早下支部長）

次期役員候補者推薦委員会委員について提案があり、下記のとおり委嘱することを承認した。また委員会については12月3日（火）、14時からの開催とすることが併せて了承された。（別紙3-15）

委員長
早下　隆士
委　員
会田　秀樹　　上原　伸夫　　川田　　哲　　坂本　美穂

四宮　一総　　菅原　一晴　　鈴木　康志　　林　　英男

藤浪　眞紀　　本田　俊哉　　安田　純子　　山本　博之

（5）関東支部分析イノベーション交流会について（豊田常任幹事、早下支部長）

豊田常任幹事より資料に基づき「分析イノベーション交流会」発足の趣旨について説明があった。産業界の若手研究者、技術者との連携を意識しつつ産学官の交流をこれまで以上に推進し、イノベーション創出に結びつけるとともに分析技術の価値向上を目指す取り組みについて提案がなされた。実際には年1回の開催を想定し、口頭・ポスター発表のみならず分析技術相談会、技術展覧広場、セミナー等を行いたい旨の計画が提示された。また具体的に本計画を進めるための若手を中心とする組織、実行委員等とともに、来年1月23日（木）、24日（金）にキックオフミーティングを開催予定である旨の提案があった。
支部長より、産業界を取り込んだ若手の活動を支部から立ち上げたいと考えているところであり、支部長、藤浪副支部長ともども本件について積極的に支援したい旨の発言があった。若干の質疑応答の上、本交流会の設立と、今年度に限り運営にかかる費用のうち15万円について関東支部より拠出することが了承された。次年度以降の額についてはキックオフミーティングの結果を待って議論することとした。
（6）次年度支部活動について（藤浪副支部長）
藤浪副支部長（次期支部長）より次年度支部活動について資料に基づき説明があった。分析化学会の現状として、慢性的な会員の減少があることや、それに伴う会費収入等の減少が大きいことなどが示された。会員数の減少を見すえた運営、活動が求められること、企業の若手研究者、技術者の取り込みが必要であることなどが課題として挙げられた。以上の点を踏まえ、分析イノベーション交流会をハブとする若手の会の改革や、学会が取り組むべき新たな研究領域立ち上げに対する支援活動などを積極的に行うことなどが提案された。
本提案について様々な意見が出された。主なものを以下に挙げる。
○産業界の若手が入会しない理由として、分析化学会における議論がそれぞれの手法に特化しているために現場の課題解決に必ずしもマッチしていないように思われる。このような点についても分析イノベーション交流会で議論できればと思う。
○若手の会としても（産業界の若手の入会を促進する課題に対し）分析イノベーション交流会の仕組みを利用した提案ができればと思う。
○退会理由を分析して対応を考えることも必要ではないか。非会員の参加費に会員権を付与することも一案であると思う。
○個別の課題に対応することも必要であるが、「分析化学」に携わる方々の活動の場をどのように提供するか、という視点も重要であると思う。
○集団の原点として「参加して楽しい」ということも大変重要であろう。
○地区活動も会員の裾野を広げる意味で大変重要と思う。必ずしも東京に出ること、年会や討論会に出席することが容易でない会員も少なくない。「草の根活動」として行って然るべきであろう。
○分析イノベーション交流会を地方の各地区で開催することも一案ではないか。
○各支部において温度差があるように、各地区にも様々な差があって然るべき。地区個別の取り組みも重要と思われる。
○JAIMAとの連携も大いに考えるべきではないか。
以上の提案や意見をもとに、今後引き続き議論を続けることとした。
（7）幹事会・新年会の日程について（早下支部長）

新年会は、2020年1月8日（水）に、日立製作所秋葉原ダイビルにて開催することとなった。スケジュールについては13時半より、幹事会、新世紀賞・新世紀賞新人賞講演会、新年交流会と順次開催の予定である。（なお、新旧役員引き継ぎ幹事会の開催については2020年3 月19日（木）が候補日となっている。）
以　上
